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本書自体の教育的特徴を挙げたい。教育経済学は海外では確立した分野だが、日本では他の応用経済 に比べると相対的に扱いは少ない分野と思われる。また、どちらかというと労働経済学や公共経済学、行財政論のアプローチで、教育の外部効率性を主たるテーマとしていた感もある。その意味では、 「学力」 （特に認知能力に加え非認知能力）に焦点を当てて、教育 内部効率性の問題を中心 据え、一貫 もって議論が展開されている。さらに、補論「なぜ、教育に実験が必要か」も見逃せない。補論単独でも実証研究の要諦が詰まった論考となっ る。脚注や補論からも著者の執筆姿勢の徹底ぶりを感じさせられ、本 はもちろんのこと、看過されがちな脚注や補論 まで教育的配慮が及んでいる点も大きな特長である。さまざまな立場にある読者に手にとっていただきたい一冊である。（おかべ
　
まさよし／アジア経済研究
所
　
出版企画編集課）
